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前立腺癌

※投与液濃度、投与量が有効性に影響するため、調製方法を遵守すること。

　　　　　　※　調製後は直ちに投与する。(1時間以上放置することで、懸濁、粘度増加)

投与量：

投与量(mg)

240

day1 7月12日 (月) 10時00分 ① 240mg

患者氏名 ： @PATIENTNAME

前立腺癌

Degarelix療法
)コース目

患者ＩＤ： @PATIENTID

《使 用 薬 剤》

身長(cm) 体重(kg) 体表面積(㎡)
$HEIGHT01_Doc $WHEIGHT01_Doc #VALUE!

投与ｽｹｼﾞｭｰﾙ： １コース 28日

使 用 基 準：

※初回投与：240㎎を初回投与量とし、1ヶ所あたり120㎎ずつ腹部2ヶ所に皮下投与。

※2回目以降：80㎎を維持投与量とし、腹部1ヶ所に皮下投与。

デガレリクス：ゴナックス皮下注用（１V：80㎎、120mg）

　　　　　 「ゴナックス皮下注用の調製と注射方法」に従い使用すること

　　　　　　※　ルアーロックシリンジ、21G、25Gの注射針を使用すること。

　　　　　　※　調製時にバイアルを激しく振ったり逆さにしない。

　　　　　　※　吸引時もバイアルを逆さにしない。

薬　剤 初回投与量 維持投与量

ゴナックス 240㎎/body 80mg/body

<<　タイムスケジュール：開始時刻　>>

注射用水＋ゴナックス

Seiichiro Osono,Takeshi Ueda,Senji Hoshi et al;Jpn J Clin Oncol 2012 42(6)477-484

The efficacy and safety of degarelix,a GnRH Antagonist: A 12-month,multicentre,randomized,mainteance dose-finding phase Ⅱ

study in Japanese patients with prostate cancer

2012年12月度化学療法プロトコール審査委員会承認：2012年12月10日

腹部に皮下注射

※腹部以外の部位（ベルト周り等圧迫される部位及び肋骨近辺を避けるこ
と！）、同じ部位への反復投与も避けること！
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